
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年（令和３年）７月発行  第２号 

令和 3年第 2回定例会が 6月 2日から 24日までの会期で開催

されました。本定例会中に、専決処分を含め 3 度の一般会計補

正予算の議案が提出されました。4月 14日と 27日に開催された

臨時会での補正予算と併せ、歳入歳出の予算額はともに、当初

予算より 13億円増の約 792 億円となりました。 

★令和３年度立川市一般会計補正予算等を可決 

 

このうち、新型コロナウィルスワクチン接種事業によるもの

が約 3.4 億円(全額国庫補助)になります。また 24 日、本会

議開催前に新型コロナウィルス感染症対策に関する協議会

を開き、公明党会派として、平日夜間の接種、通勤を考慮し

た接種場所、予約のキャンセル対応、ワクチン接種に関する

情報発信の充実等を市当局に求めました。 

16 日に開かれた環境建設委員会で、建設中の新清掃工場の

施設名称が”立川市クリーンセンター”に決定したことが報

告され、17 日の文教委員会では、立川市新学校給食共同調

理場のイメージスケッチ（右図）が示されました。 

★災害時における、一般廃棄物としての”し尿処理”についての計画策定は？ 

＜答弁＞ 災害時においても、し尿も含め一般廃棄物全てにおいて、継続的かつ確実に

処理を実施しなければならないと認識している。本市の災害廃棄物処理計画

の見直しが必要と考えている。（ごみ減量化担当部長） 

 
★ヤングケアラーの実態把握を急ぎ、早期の支援計画策定を 

＜答弁＞ ヤングケアラーと思われる子どもへ対応していく必要性は認識しているが、

現時点では議論を行うまでに至っていない。今後、国の取組に連動し、社会

的認知度が向上するよう広報・啓発を行っていく。（子ども家庭部長） 
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公共インフラとして「電話リレーサービス」が開始しました！ 

電話リレーサービスは、聴覚や発話に困難のある方と

聞こえる人との会話を、通訳オペレータが手話・文字

と音声を通訳することにより電話で双方向につなぐ

サービスです。公明党が推進して昨年 6月に成立した

「聴覚障がい者等による電話の利用の円滑化に関す

る法律」に基づくもので、24時間 365日サービスが提

供されることとなりました。「情報バリアフリー社会」

が大きく前進します。詳細は日本財団電話リレーサー

ビスのホームページをご参照下さい。 

「水道スマートメーター」導入加速へ 使用量を「見える化」 

児童・生徒に「たちかわ電子図書館の利用カード」を交付へ 

 
これまで「たちかわ電子図書館」の利用にあたっては、市内各図書館に来館し、利用登録

をする必要がありましたが、同様のサービスが受けられるよう、市立小中学校を通じて全

児童・生徒に電子図書館専用の「たちかわ電子図書館利用カード」が交付(10 月 1 日利用

開始)されます。また、新たに学習支援に役立つ図鑑・歴史・地理・文学・絵本・ライト

ノベル等のコンテンツが充実され、児童・生徒の１人１台タブレットＰＣと連携した更な

る活用が期待されます。公明党市議団は、電子図書館の充実を訴えています。 

左の QR コードでアクセスでき

ます。 

東京都は、水の使用量を遠隔で自動検針できる「水道スマートメーター」の導入を加速さ

せ、2024 年度までに約 13万個の設置目標を掲げた、「水道スマートメーター トライアルプ

ロジェクト推進プラン」を公表しました。通信機能を備え、一定時間ごとに水の使用量な

どのデータを水道事業者へ送信します。住民向けサービスとして、スマホ等で情報閲覧が

できる”お客様総合アプリ（仮称）”を明年度に公開予定。検針票・請求書の電子配信、高

齢者の見守り支援等にも活用されます。都議会公明党が推進する施策です。公共施設が先

行されますが、30年代までに都営住宅や一般家庭を含め全戸導入を目指しています。 



 

ワクチン接種予約の開始直後、電

話が繋がらない、ネットが使えな

い等、多くのご意見・ご要望を頂

きました。課題を整理し、5 月 11

日に清水庄平市長へ 16 項目の緊

急要望を提出し改善を求めまし

た。予約センター電話回線の増設、

ネット予約の空きがある会場だけ

を表示等、数多くの改善が実現し

ました。 

途上国のワクチン接種を推進する国際組織「Gavi

ワクチンアライアンス」などに資金を拠出する慈善

団体「ビル＆メリンダ・ゲイツ財団」を設立したビ

ル・ゲイツ氏（米マイクロソフト社の創業者）は、

途上国へのワクチン供給に向けた支援を強く推進

してきた公明党の山口那津男代表に感謝状(6 月 9

日付)を寄せられました。ゲイツ氏は、日本政府が

主導的な役割を果たす上で「貴代表のリーダーシッ

プの下、貴党が極めて重要な役割を担っていただき

ましたこと、心より御礼申し上げます」と謝意を表

明されました。 

ビル・ゲイツ氏が山口代表に寄せた感謝状 

現在、立川市では高齢者接

種が順調に進み、64 歳以下

の方への接種として、予約

混雑を避けるため、年代を

区切って接種券が発送され

ています。ワクチン接種の

基本的な情報、スケジュー

ル、予約方法の詳細、接種

場所などについては、立川

市ホームページをご参照下

さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 

◆議会運営委員会委員長 公明党立川市議団幹事長 

公明党立川総支部 発行 
 

 

《公明党無料法律相談》 

・毎週水曜日（第５週を除く）14 時から 

・立川市錦町 1-4-4 立川ｻﾆｰﾊｲﾂ 301 

＊予約制です。 

facebook twitter LINE Ameba 

7 月 4 日に投開票された東京都議会議員選挙において、

公明党は 23 名の公認候補全員の当選を果たすことができ

ました。全員当選は 8回連続となります。 

公明党の勝利は、都に対する緊急要望でコロナ対策をリー

ドし、防災や少子高齢化などの分野でも都民の命と暮らし

を守ってきた実績が高く評価され、都民目線の政策・公約

に厚い信頼が寄せられた結果であると確信します。今後も

皆様の期待に応えるべく、公明党議員一致団結して頑張っ

て参ります。今秋までに実施される次期衆院選の連続勝利

に向け、引き続き、公明党に絶大なるご支援を賜りますよ

う、心からお願い申し上げます。 

次期衆院選に挑む公明

党の比例区（東京都ブロ

ック）予定候補を紹介し

ます。 

河西宏一（かさい こういち） 

新 党青年局次長。同東京本部副幹事長 

党職員。東京大学卒。41歳 

 

高木陽介（たかぎ ようすけ） 

現 党国会対策委員長、同東京都本部代表 

元経産・内閣府副大臣。創価大学卒 61歳 

 


